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総裁政府と第一帝政 （３）

第一帝政（1804-1815）

パリの美化，それがナポレオンの目的だった。記念建造物がそれぞれ自分の勝利を想起

させる事を彼は欲したのである。弥漫した恐怖から霊感を受け，ボナパルトは，自分に皇

帝の冠を授けるよう上院に決議させた（1804.５.18.）。皇帝はかくて偶像になる。大軍事

パレードの日に，彼がチュイルリ宮の中庭に姿を見せると，熱狂にまで高まった賞賛の叫

びで迎えられた。しかし大軍団の行進が終り，人々が現実の貧しさに戻った時，大革命は

コースをはずれて失敗した，と彼らは思ったのである。ブルジョワたちの反対，商人やサ

ロンの反対は，潜在的敵意を保っており，この頃は可成り強くなっていたので，ナポレオ

ンは首都をパリから他に移転すると暫く間パリ市民たちを脅迫せざるを得なくなった程で

ある。ヨーロッパ相手の闘争は心配症の臆病な人々のみならず，人的物的両面での絶えざ

る消耗を不可避の結果だと考える勇敢な人々をも不安にさせたのである。統領政府時代に

活発だった商業は，マリア ルイザ１）との皇帝の再婚の後で停止してしまう。1810 年に

なると，２つの戦闘の間を除き，ナポレオンはほとんどパリに姿を見せなくなる。宮廷で
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は前ほど人々は身を飾らなくなる。レセプションも以前と同じような華やかさがなくなる。

霧月18 日以後，サロンは招待客を制限しなければならなくなった。

ナポレオンはつましい皇帝の暮しをしていた。女性に対して素っ気ない彼は女官のレミュ

ザ夫人２）の敵となる。ジョゼフィーヌは統領政府の初期と同じく帝政の最初の数年間を魅

了した。しかし離婚が宣言される前から既に，彼女は一人でマルメゾンに行く習慣になり，

晩年の４年間をその邸で過す事になる。

オルレアン公との身分違いの結婚で相続権のない未亡人となったモンテソン夫人邸で，

レカミエ夫人はその優雅さと美しい才智を見せていた。彼女の夫の銀行家は1806 年に破

産する。（ナポレオンはおそらく自分の敵であるスタール夫人に対するジュリエットの友

情を妬んで，フランス銀行による援助の融資を拒否したのである。）詩人や学者や芸術家

たちはジェラール男爵３）邸に参集したが，そこで人々は，ナポレオンの妹ポーリーヌ・ド・

ボルゲーゼ４）の肉体に狂おしいまでにとりつかれたカノヴァ５）を見かける事になる。

それは帝国の貴族たちの時代であり，ヤコブの家具類や財政的破綻の時代でもあった。

贅沢への野心と熱望はすべての人々を揺り動かし，誰もが美々しい行列で通り過ぎる社交

界の人たちの生活に僅かでも参加したいと欲していたのである。

89 年の大革命の痕跡はもはや何処にもない！ 「社会契約，ブルータス，人権」と建物

に記されている未だに判読し得る古びた銘文を除いては。大革命の名残りに代り，軍人と

剱が人間と本にとって代る。しかしながら，龍騎兵少尉のアンリ・ベール６）は，イタリヤ

で新しい文体の小説を構想していた。ロマン主義的心情の吐露へ向う前に，人々は簡潔な

手法で文章を書いていたのだ！ ナポレオン自身でさえ布告を要約しなければならなかっ

た。しかしシャトーブリアンは容疑者である。スタール夫人とジョゼフ・ド・メースト

ル７）は被追放者だった。『論争』紙 Journal des D bats８）は『帝国』紙 Journal de

l'Empireになった。印刷の自由が制限される。数紙が，1812 年に廃刊に追い込まれる。

コルネイユの劇は台詞の一部をカットされて上演される仕末だった。

不平不満が皇帝の警察の独裁に対して湧き上る。フーシェと彼の配下の巡査は到る所に

いた。彼らは演劇，文学，著作権などあらゆるものに監視の目を向けていた。ナポレオン

は，教会と同じく自分の権力に服従させたかった大学のトップに「総長」grand ma tre

を据える。大陸封鎖令９）により，彼はイギリスとの通商に対して大陸のすべての門戸を閉

じた。陰謀はマレ将軍10）の陰謀のような新手が出現する。彼は独裁者がロシヤ遠征中に，

パリの支配権を奪取しようとして失敗する。ローマ王11）の誕生は社会各層を統合し，彼
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らに一時的だが偶像ナポレオンを賛美する新しい理由を与えた。しかし，それは間もなく，

ロシヤ遠征が惹起した不安と物価騰貴と食糧不足にかわる。

県知事はマレ事件に連座したフロショ12）に代り，シャブロル・ド・ヴォルヴィク13）が

任命される。パリは活気を失い陰気になる。公式報告書が軍の最初の敗戦を告げ始める。

商業の危機が深刻化する。外人の訪問者たちがパリを去る。1813 年６月，ヴィトリアで

のジュールダン14）の敗北を，８月にはグロス・ベーレンでのウディノー15）の苦戦を，さ

らに他にも続出した敗戦を人々は知る事になる。９月に，ネー16）がデネヴィツで敗退す

る。10 月はライプツィヒの会戦である17）。株式取引所では，国債が値下りする。パン，

肉，香辛料などなんとしても必要な食糧品しか人々は購入しなくなる。ナポレオンはもは

や「郊外の下層民」しか支持者を持っていなかったが，彼自身この事をブリエンヌ18）と

語っていなかっただろうか？ ６萬人の労働者のうち，半数以上が失業していた。しかし

ながら彼らは，16 歳で志願兵となった子供たちをラーン19）の丘陵地帯で戦死するために

送り出していた。一時的だがそこで得た勝利がパリに再び勇気を与えた。人々は，プロシャ

兵，オーストリー兵，ロシヤ兵が粉砕されるのを期待した。1814 年には楽しいカーニヴァ

ルが開催される。２月27 日，マリア ルイザは玉座の間で敵軍から捕獲した軍旗を受け

取るのである。

しかし希望ははやくも捨てなければならなかった。連合軍はパリに進撃してくる。３月

29 日，皇后は我が子ローマ王と共にブロワに避難する。30 日，モンセー20）がクリシーの

バリケード21）で烈しく抵抗する。しかし，その翌日，マルモン22）が降伏する。４月１日，

元老院はナポレオンの廃位を宣言する。同日，オーストリー軍将軍シュワルツェンベルク

親王23）が，パリの城壁に次のような布告を掲示させた。「20 年来，ヨーロッパは血と涙に

溢れていた。かくも多くの不幸に終止符を打つべく取られた試みが無駄になっていたのは，

諸君たちを抑圧していた政府の権力の内部に平和に至る乗り越える事が不可能な障害が存

在していたからである。」

かくて征服者の連合軍の首都入城になるのだが，家々は窓を閉め，人々はしかめ面をし

ていたのは，外国人を前にした屈辱感からである。しかし昔日の王政に忠誠のままでいた

女性たちは，コサック騎兵の到着したシャン ゼリゼで白いハンカチを振ったのである。

パノラマ・アーケード街24）から行けるガン大通り25）で人々は白いリボンの花結びの徽章

を掲げた。人々は皇帝の像を破壊し始める。タレイランは勝利した四大強国とパリでの条

約交渉に備えた。
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プロレタリアは目をこすった。彼らにとりナポレオンは大革命の息子であり続けたから

である。ボナパルトの軍事力の中に，労働者たちは，反動勢力への闘争の継続を見ていた

（皇帝がフォンテーヌブローの別れ26）の後で避難して行くエルバ島27）からの帰還を，彼ら

は期待していたのである）。しかし，他方，フォーブール・サン ジェルマンではブルボ

ン王家への熱烈な歓迎を示し，愛国的な貴族階級は王家の復讐を期待した。

ナポレオン帝国の14 年間は，科学と芸術の分野において確かな繁栄を伴った。それは

モンジュ28）と図形幾何学，ラプラス29）と宇宙発生論，ラセペード30）の博物史，比較解剖

学と古生物学におけるキューヴィエ31）の巨大な創造などなどである。化学者シャプタル32），

物理学者ゲー・リュサック33），ナポレオンの侍医となったコルヴィザール34），組織研究の

ブルセ35），聴診を実用化したラエネク36）などの名医がいる。外科医はデジュネット37）やラ

レー38）がいるが，後者は大軍団の軍医として従軍している。

芸術においては，第一人者は常にダヴィッドであり，『戴冠式』le Sacreの画面で，女

性たちに，物腰とスタイル，バラ色と白色を与えている。彼女たちは胴着を短くし，スカー

トを締めつけローブ タブリエを着ていた。ジェリコー39）の先輩グロ男爵は『ヤッファの

ペスト患者』les Pestif r s de Jaffa40）により，荒々しいタッチの新流派の基礎を作って

いる。自分を描いてもらいたい優雅な美女は，ジロデが自分のためにオシアン風のポーズ

をみつけてくれる事を望み，ジェラールが自分の顔を描いてくれ，ボワリ41）が衣裳係に

なり，カルル・ヴェルネが道具方の親方になってくれる事を祈ったのである。彫刻家には，

パリ生れのパジュー42），ウードン43）と震えるような感受性の胸像，それにリュード44）。音

楽はメユル45），ケルビーニ46），ボワエルディユー47），ゴセック48），エロール49），オーベー

ル50）などがいたが睡眠状態にあったといえる。

総裁政府時代には厳格に過ぎた家具類は彫刻を施した金色のブロンズで装飾過剰になる。

それは大理石の円柱やセーヴル焼き51）の壷，ハープや楽譜鞄を備えたサロンにもみられ

た。大革命時代，フォンテーヌ52）と協力したペルシエ53）が，ヤコブ54）のために長椅子や

小型の円卓ゲリドンやすっきりして簡素な衣裳箪笥でデザインした時間はもはや無かった

のである。

帝政時代の建築家たちは同じペルシエ フオンターヌ組が，フランス陸軍の栄誉のため

にカルーゼルの凱旋門を建立したが，（この記念建造物はローマのセプティミウス・セヴェ

ルス55）の凱旋門の模倣である）。彼らはルーヴル宮を増設し，リヴォリ街に面したチュイ

ルリ宮と連結する。ルーヴル宮についてはさらにこの二人の協力者は，クール・カレとカ
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ルーゼル広場の間に，内庭の正面玄関が２つある一連のパヴィリヨンを建設した。ヴァン

ドーム広場の円柱を建立した建築家を除けば，他の建築家たちは明らかに劣っている。ブ

ロニャール56）は株式取引所を建築し，ポワエ57）はブルボン宮（国会議事堂）の正面玄関

を手掛けた。最期にシャルグラン58）の計画により，エトワール広場の凱旋門の建設が開

始される。礎石は1806 年８月 15 日に据えられる。マリア ルイザはパリ入城の日ようや

く出来かけたこの門をくぐった。

（続く）
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パ リ

誕生から現代まで

（訳 注 XX）

１）Maria Luisa，フランス語読みMarie Louise（1791-1847）：フランス皇帝妃。オー

ストリー皇帝フランツ１世の娘でナポレオンと 1810 年４月１日に結婚した。ワグラムの

勝利でオーストリーと和平条約を締結する時の条件の一つで，後継者が欲しいナポレオン

がそれにふさわしい家系から妻を求めたかったからである。純然たる政略結婚であったか

ら，彼女がナポレオンに真の愛情を抱かなかったとしても当然かもしれない。彼女はパリ

市民により熱狂的に歓迎された。翌年彼女は皇帝待望の後継ぎを産む（1811.３.20.）。ロー

マ王の称号を受けてナポレオン２世となるフランソワ・シャルル・ジョゼフ・ナポレオン・

ボナパルト（1811.3.20.-1832.7.22.）はその後宿命の波に揉まれ僅か22 歳でウィーンで歿

する。1813 年ロシア遠征に出発したナポレオンは，彼女を攝政に任じたが，権力はほと

んど無かった。ナポレオンの失脚後，彼女は実家のウィーンの宮廷に帰り（1814.4.），百

日天下の間もシェーンブルン宮殿に滞在し続けた。この間にアダム・アダルベルト・フォ

ン・ナイベルク伯爵（1775-1829）と結ばれ２児を儲けるが，ナポレオンの死後４か月目

に正式に結婚した（1821.9.）。フォンテーヌブロー条約（1814）により，彼女にパルマ，

ピアツェンツア，グアスタラ各公領が贈与された（1816.4.）。この公領の人たちは彼女の

お蔭で他のイタリヤの地の人々よりも多くの自由を享受した。ナポレオン法典の大部分が

此処では活用されている。夫の死（1829）後，彼女はシャルル・ルネ・ド・ボンベル伯

爵と再婚（1834）した。彼はウィーン宮廷の侍従であった。

２）Claire Elizabeth Jeanne Gravier Vergennes, comtesse de R musat（1780-

1821）：フランスの女流作家。大伯父にルイ 16 世の外務大臣を務めたヴェルジャンヌ伯

爵（1719-1787）がいる。 1796 年にオーギュスト・ローラン・ド・レミュザ伯爵

（1762-1823）と結婚した。夫は帝政時代の宮廷長官でナポレオンの侍従を務め劇場監督長

官も兼務していた。彼女は女官となりジョゼフィーヌ皇后に信任され親友となった。エス

プリに富んだ才女で小説も書いているが，『回想録』M moires３巻（1879-80）と『書簡

集』Lettres２巻（1881）を残している。これらは統領政府時代や帝政時代の宮邸生活や

歴史を知る上で貴重な文献になっている。

３）Fran ois Pascal, baron G rard（1770-1837）：フランスの画家でローマに生れた。
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ダヴィッドの最良の弟子の一人で，師の古典派の技巧を受け継ぎ，歴史的題材の大作を残

した。また優れた肖像画家としてナポレオン，ルイ18 世，アレクサンドル１世，ウエリ

ントン侯爵，タレイラン，レカミエ夫人らの肖像画を創作している。『アウステルリッツ

の戦闘』La Bataille d'Austerlitz（1810），『アンリ４世のパリ入城』L'Entr e d'Henri

Ⅳ Paris（1817），『シャルル 10 世の戴冠式』Le Sacre de Charles Ⅹ（1829）などが

歴史画の代表作である。

４）Marie Paulette, dite Pauline de Borghese（1780-1825）：ナポレオンの３人いる

妹の２番目の妹で，美人の誉高く，ナポレオンに真の愛情を抱き，エルバ島にも同行した

し，セント ヘレナ島へも行こうとして止められている。ナポレオンも彼女を愛し，グア

スタラ公爵の称号を贈与している。1797 年に兄の親友であったルクレルク将軍（1772-

1802）と結婚するが，夫がサント ドミンゴ島遠征中に黄熱病で死去したため，同行して

いた彼女は帰国した。1803 年にイタリヤの名門貴族ボルゲーゼ家のカミーユ・ボルゲー

ゼ（1775-1832）と再婚するが間もなく別居し，ヌイイの邸に住んで気儘で自由な社交生

活を楽しんだ。皇后ジョゼフィーヌと不仲のため宮廷には近づかなかった。彼女は軍資金

の一助にと自分の宝石類を兄に提供したが，それらの宝石類はワーテルロー敗戦の時，ナ

ポレオンの馬車の中から押収されている。晩年になり別れた夫ボルゲーゼ親王との縒りが

戻りフィレンツェで同居している。彫刻家のカノヴァは彼女をモデルに見事なヴィーナス

像を創作した。

５）Antonio Canova（1757-1822）：イタリヤの彫刻家。父は石工だった。最初ヴェネ

チアで学び，1781 年からローマに住んだ。ヴィンケルマンの新古典主義理論に感化され，

古代ギリシャ・ローマの作品から学んで，絵画のダヴィッドとならんで彫刻における新古

典派の巨匠になった。「理想の美」を追究した彼はナポレオンに愛され３度来仏し（1802，

05，10），ナポレオンの胸像（1803）と巨大な立像「勝利を掲げるナポレオン」Napol on

tenant la Victoire（1811）を製作している。優美で感能的な雰囲気を漂わすポーリーヌ

像（ボルゲーゼ別荘）や「愛とプシケ」Amour et Psych （ルーヴル美術館）などがあ

る。フランス軍によって破壊された教会の作品を修復した功績によりローマ教会から侯爵

位を贈与されている。彼はポーリーヌの愛人とも噂された。

６）Marie Henri Beyle, 筆名 Stendhal（1783-1842）：グルノーブルの裕福なブルジョ

ワの家庭に生れ，父はドーフィネ高等法院所属の弁護士である。７歳の時に優しくて賢い

母を失い，厳格で陰気な家庭に残された少年は父と家庭教師レラーヌ神父に一任された。
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しかし彼はこの二人と対立し，生涯にわたりジャコバン派的無神論者になった。大革命は

父を絶望させたが，息子を歓喜させたのである。グルノーブルのエコル・サントラルに学

び優秀な成績を残す。エコル・ノルマルの入試を直前で断念したのは，この時すでに大詩

人になる事を夢想していたからである。陸軍省の高官であった従兄ピエール・ダリュの紹

介で採用されてイタリヤ遠征軍に参加，ミラノに到着して龍騎兵第６連隊の少尉に任命さ

れた（1800.7.）。イタリヤ滞在は彼にとり人生の最大の経験となる。1799 年末から 1801

年末までは，彼の生涯における最も幸福な時期である。音楽を聴き，女性を賛美し，アン

ジェラへの甘美な初恋を体験するからである。このイタリヤ滞在は，後年外交官となって

トリエステついでチヴィタ ヴェッキァの駐在生活と二重鏡のように，彼の作品を写し出

している。

７）Joseph Marie, comte de Maistre（1754-1821）：フランスの政治家，哲学者，文

学者。サヴォワの高級司法官の家に生れ，チュランのイエズス会経営の学校で学び，父と

同じく裁判官になった（1774）。ヴォルテールを愛読し，18 世紀の合理主義に共鳴したが，

フランス大革命により深刻な影響を受け，これまでの考え方を一変する。フランス軍のサ

ヴォワ進入（1792）によりスイスのローザンヌに亡命，その地でサルディニア国王シャ

ルル エマニュエル４世の知遇を得て外務省に入り，駐ロシア大使としてペテルスブルグ

に赴任，ロシヤ皇帝アレキサンドル１世を知り（1802-16），ヨーロッパ情勢に対する見識

と哲学及び神学の該博な知識で皇帝をはじめ社交界人士を魅了した。1817 年に帰国し首

相に就任し，大法官を兼務した。彼は一貫して18 世紀の啓蒙思想と大革命に反対，絶対

君主制と教皇の絶対権力を支持し，民主主義，自由主義を否定した。彼の歴史観はボシュ

エに近く，理性に対して信仰を対峙させた。主著『フランス論』Consid ration sur la

France（1796），『教皇論』Du Pape（1819，２巻），『サン ペテルスブルグ夜話』Les

Soir es de St. P tersbourg（1821，２巻）では，独特の迫力ある名文で雄弁を情熱的に

開陳し，国家主義哲学の第一人者との評価を得ている。

８）Journal des Debats：1789 年，立憲議会の論戦を報道するため創刊された日刊紙。

初代編集長はフランソワ・ジャン・ボードワン。1799 年にベルタン兄弟が買収，ジョフ

ロワ，シャトーブリアン，ノディエ等が寄稿した。王党派的色彩をナポレオンから嫌悪さ

れ，兄ベルタンがエルバ島へ1801 年追放され，紙名も『帝国新聞』Journal de l'Empire

と改称された。帝政崩壊後，ベルタンが復帰した1814 年に旧名に復した。７月王政を熱

烈に支持したが，第２帝政時代は自由主義的野党の機関紙の観を呈した。ジョフロワの執
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筆した文芸欄の特に劇評が好評で，彼の死後はシャトーブリアンが担当した。第３共和政

時代は保守的共和主義の立場を取ったが，1861 年に復活した『ル・タン』紙 Le Temps

に徐々に読者を奪われ，1944 年８月に廃刊した。

９）Le Blocus continental：ナポレオンのイギリスに対する経済封鎖作戦。イギリス

海軍による海上封鎖作戦に対抗したもの。1806 年 11 月 21 日のベルリン勅令で，ナポレ

オンはイギリスとの通商，通信を禁じ，イギリス人は発見次第捕虜としその財産を没収し，

またイギリス本国及びその植民地の商品も没収する旨，宣言した。これに対してイギリス

は，1807 年１月７日に「自由拿捕令」を発令し，イギリス船の入港を禁止した港を封鎖

し，その港に出入した船は中立国の船といえども利敵行為の故をもって拿捕した。これに

対抗してナポレオンはミラノ勅令（1807.11.23.,12.17.）で封鎖を強化し，イギリスに寄港

した船はすべてイギリス船とみなし，すべてを没収すると宣言した。この封鎖令はナポレ

オンの軍事力が最強の時はある程度効果があった。しかしヨーロッパ諸国，特にロシヤに

は経済的打撃が大きく，それに伴って密貿易も横行，各国の不満のため，ナポレオンも統

制を緩めざるを得なかった。この封鎖令は商業貿易には大損失だったが，それまでイギリ

ス製品に頼ってきた大陸の各国で，それを補充するための工業の開発が生じたというプラ

ス面もあった。

10）Claude Fran ois de Malet（1754-1812）：フランス東部スイスと国境を接するジュ

ラ県ドールの貴族階級の出身。国王銃士隊員（1771-75），大革命勃発と共にドール国民衛

兵部隊司令官，次にライン軍に入隊（1792），1799 年に少将に昇進した。熱烈な共和主義

とナポレオンへの反感のため逮捕されたが（1808），精神病院での拘禁生活を許される。

1812 年 10 月 22 日深夜，看守の目をくぐって脱走し，皇帝死亡の報告と偽の命令書を巧

妙に利用し，パリ地区の数部隊を掌握，サヴァリ警視総監により逮捕されていた同志の将

軍ギダルとラオリを釈放させ，モロー将軍，カルノー，オージュローなどを閣僚とする臨

時政府を樹立しようとした。しかしながらパリ地区司令官ユラン将軍はマレの陰謀を看破

し服従しなかったため，このクー・デタは失敗した。軍事法廷は彼らに死刑の判決を下し，

マレ，ギダル，ラオリ他11 名の士官が，当時は郊外だったグルネルの野原で銃殺された。

マレの陰謀がナポレオンのロシヤからの帰還をはやめたという。蛇足ながらラオリ将軍は

ヴィクトール・ユゴーの名付親で，ユゴーの母の恋人であった。幼いユゴーは母に連れら

れこの処刑を見物し，反ナポレオン感情を吹き込まれたという。

11）Fran ois Charles Joseph Napol on Bonaparte, roi de Rome（1811-1832）：ナ
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ポレオンとマリア ルイザの子，1811 年３月 20 日，チュイルリ宮で誕生。同時にローマ

王の称号をもらう。1814 年４月４日，ナポレオンは彼に譲位しようとしたが失敗，母は

この子を実家のウィーンの宮廷に連れ帰った。彼はその後フランツと呼ばれる。1815 年

６月 22 日，ナポレオンは彼に譲位し，彼はナポレオン２世となるが，これも百日天下の

間だけだった。連合国は当然ながら彼を認めなかった。その後ウィーンの宮廷で祖父のオー

ストリー皇帝フランツ２世の膝下で生活し，ライヒシュタット公爵に敍せられた。母マリ

ア ルイザは彼に余り愛情を示さなかったが，皇帝はこの孫を大いに愛した。軍事教育を

受け歩兵大佐に任官した彼は，ナポレオン支持者から帝政復活の希望の星だったが，結核

のため僅か22 歳でシェーンブルン宮殿で歿した。1832 年７月 22 日の事である。彼の遺

骨は1940 年ヒトラーによりフランスに返還され，アンヴァリッドに父と並んで葬られた。

12）Nicolas Th r se Benoit, comte Frochot（1761-1828）：公証人，商事事件の調停

判事，参事院議員，次いで初代のセーヌ県知事にナポレオンにより任命された。問題山積

のパリ市の行政機構を改革し，刑務所内のサーヴィス，孤兒院の設立，入市税徴収のため

の柵の建設などを実現し，大いに実績をあげようとした矢先に，マレ将軍のクー・デタ未

遂事件が勃発したのである。皇帝死亡の偽報道に彼は呆然自失してなす所を知らなかった。

死亡が嘘である事が判明した時，フロショは日頃の努力にもかかわらず，クー・デタを未

然に感知できなかった責任を問われ，ナポレオンにより知事を解任され，議員の職も年金

も失ってしまい，貧窮に苦しまなくてはならなくなった。エルバ島から帰還したナポレオ

ンは，かっての自分の処分が過酷だった事を反省し，彼をブッシュ デュ ローヌ県知事

に任命した。しかしこの県は王党派の勢力が強く，モンペリエで彼は狙撃され危く暗殺さ

れる所だった。幸い弾丸はそれて彼の帽子に命中しただけだった。王政復古になり，彼は

再び解任された。その後コート ドール県のエチュフに隠退し晴耕雨読の生活を送り，彼

の霊柩車は愛していた牛四頭に曳かれた荷車であったという。

13）Gilbert Joseph Gaspard, comte de Chabrol de Volvic（1773-1843）：ナポレオ

ンのエジプト遠征に参加し学術調査に協力する。イタリヤのモンテノッテ県知事に任命さ

れ（1806），コルニッシ街道を整備した。1812 年本国に召喚されセーヌ県知事に任じられ

た。多くの候補者の中から彼が選ばれたのをみて内務大臣がその若さを危ぶんだ時，ナポ

レオンはアレコレやリヴォリの戦闘の時の自分はもっと若かったと答え，シャブロルの才

腕を信頼している事を示したのである。39 歳だったシャブロルは皇帝の信頼に答え，パ

リを大帝国の首都にふさわしい見事な都市に再生した。パリ市民に非常に愛されたため，
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ルイ 18 世もシャブロルを県知事に再任せざるを得なかった。「シャブロルはパリ市と結

婚しているのだから，私としては離婚はさせられんよ」と国王は言ったという。

14）Jean Baptiste, comte Jourdan（1762-1833）：16 歳でアメリカ独立戦争に参加，

1791 年に志願兵部隊指揮官になった。デュムーリエの摩下でベルギー各地の戦闘で武功

をたて，1793 年に将軍になった。北部軍司令官としてカルノーと協力，ワッチニーの戦

い（1793.10.16.）でオーストリー軍を破った。しかし冬期作戦を拒否して公安委員会の

命令に服従しなかったため解職された。1794 年３月に復職しモーゼル軍ついでサンブル

エ ムーズ軍を指揮し，フルーリュの会戦（1794.６.26.）に勝利，ベルギーをフランスの

ため確保した。しかしその後は1795 年，96 年と敗れ，オッシュに交替させられた。1797

年に五百人会議議員となり，98 年７月に徴兵令法案を可決させた。誠実な共和派であっ

た彼は，ナポレオンの霧月18 日のクー・デタに反対したため立法院から除名された。し

かしやがてナポレオンは彼を元老院議員に任じチェザルピナ共和国に派遣した。ナポリや

ピエモンテ総督の後，スペイン国王になったジョゼフ・ボナパルト付きとなりスペインに

赴くが，反撃を開始したスペイン・ゲリラとイギリス軍のウエリントン将軍により，スペ

イン北西部バスク地方のヴィットリアの会戦（1813.6.21.）で決定的な敗北を喫し，フラ

ンスはスペインから撤退しなければならなくなった。これはナポレオン大軍団の最初の大

敗北で，帝国崩壊の序曲となった。ジュールダンは，1814 年のナポレオン廃位に賛成し，

ブルボン王家と結んで，伯爵（1816），フランス貴族（1819）と栄進した。ネー将軍の軍

事裁判の裁判長を命じられた。アンヴァリッド総裁として生涯を終えた。

15）Nicolas Charles Oudinot, duc de Reggio（1767-1847）：ビール醸造業者の息子。

17 歳（1784）で志願兵となり，1791 年にはムーズ志願兵部隊の中佐に進級，武勲を重ね

て，1799 年に師団長に昇進した。マッセナ（1758-1817）の参謀長としてジェノヴァ攻撃

（1800）を指揮，アウステルリックの戦い（1807.2.16.）の勝利に貢献したが重傷を負っ

た。フリートラントの戦い（1807.6.13.），ワグラムの戦い（1809.7.5. -6.）でも勝利に寄

与し，元帥に任ぜられ，レッジオ公爵に敍せられた。その後ロシヤ遠征に参加するがグロ

ス・レーベンでベルナドット（後のスエーデン国王カルル 14 世，1763-1844）に破られ

る（1813）。フランスの国内の戦闘でもナポレオンを守って勇戦するが，皇帝の退位後は

ブルボン王家に仕え，フランス貴族となりメッツ総督に任ぜられた。1823 年スペイン遠

征軍を指揮，アンヴァリッド総裁になった（1842）。

16）Michel Ney, due de l'Elchingen, prince de la Moskova（1796-1815）：樽屋の息
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子。13 歳の時に公証人役場の書記になったが，軍人を志して志願（1788），その後は輝か

しい武功をたて，マンハイム占領後に少将に進級した。1799 年３月 28 日，500 名の部下

と共にこの都市を奇襲占領した成果である。常に兵士と寝食を共にし精力と勇気で彼らの

賞賛を得，「勇士のなかの勇士」と呼ばれた。モロー将軍の下でホーヘンリンデンの勝利

（1800.12.3.）の後，ナポレオンからスイスに大使として派遣され，協力関係を取り付けた。

1804 年５月に元帥に昇進，エルヒンゲンの戦い（1805.10.14.）で勝利し，チロルを占領

した。この武功によりナポレオンは彼をエルヒンゲン公爵に敍した。その後，彼はナポレ

オンの主要な戦闘に参加，イエナ（1806.10.4.），アイラウ（1807.2.8.），フリードランド

（1807.6.13.）と連戦した。ナポレオンは彼をスペインに派遣（1808-11），彼は各地でスペ

イン・ゲリラを掃討，ひとまず反仏叛乱を鎮圧した。第３軍団司令官としてロシヤ遠征に

参加，ボロディノの会戦（1812.9.5.-7.）の勝利に貢献，モスクワ退却に際しては中央軍

を指揮，殿軍として本隊の撤退作戦を援護，ベレジナ川渡河を成功させた。この武功によ

り，彼はモスクワ親王の称号を受けた。その後もライプツィヒ会戦などドイツ国内での戦

いに続いてフランス防衛戦に活躍するが，皇帝の頽勢の挽回し難い事を見抜き，また兵士

たちに厭戦気分が弥漫している事を知り，他の将軍と共にナポレオンに強く退位を勧告し

た。王政復古になり，ルイ18 世からフランス貴族に任じられる。ナポレオンのエルバ島

脱出の時，討伐隊長を命じられ，「鉄の檻」に入れて連行してくると国王に豪語した。し

かしナポレオンに再会するや旧来の戦友愛が復活，そのままナポレオンと行を共にし，ワー

テルローで敗北する（1815.6.18.）。戦犯として追及されオーリヤック近傍で潜伏中に逮捕

され，軍法会議での裁判を拒否，元老院で，友人たちの弁護にもかかわらず，死刑の判決

を下され，その翌朝（1815.12.7.），パリ天文台近くの一角，カフェ・レストランのクロー

ズリ・デ・リラの前の所で銃殺刑に処された。現在は，サーベルをふりかぶっているネー

元帥像が記念碑として立っている。作者は当時の名彫刻家のリュードである。

17）ライプツィヒの戦い：「諸国民戦争」V lkerschlacht とも呼ばれる。ロシヤ遠征

に敗退したナポレオンを見て，これぞ復仇の好機とばかり，休戦していたオーストリー，

プロシャ，スエーデン，ライン連邦諸国が連合してナポレオンに宣戦，ロシヤ軍に協力し，

撤退中のフランス軍に攻撃をかけた。独立への民族意識が高揚し，占領軍を追放し国家の

独立を確立しようという戦いだった。フランス軍は18 萬に対し，ロシヤ，オーストリー，

プロシャを主軸とする連合軍は 30 萬で，兵力不足が敗北の最大原因であった。しかも一

部同盟軍がフランス軍を裏切るという不幸も生じ，この会戦でナポレオンは敗北，ライン
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河の線まで退却，ベルギー，オランダからも撤退し，フランスは昔のフランスに逆戻りを

したのである。この会戦の戦死者はフランス側 78,000，連合軍側 51,000 といわれるが，

また一説では 60,000 対 55,000 ともいわれている。いずれにしろ 10 萬人以上の大殺戮が

あった事は事実である。戦闘は1813 年 10 月 16 日から 19 日の間であった。

18）Louis Antoine Fauvelet de Bourrienne（1769-1834）：ブリエンヌ幼年学校時代

（1785）からのナポレオンの親友で，イタリヤとエジプト遠征に参加した。1797 年から彼

の個人秘書となったが，1802 年に解任され，ハンブルグ駐在公使となった（1804-13）。

王政復古になり，ルイ18 世からパリ警視総監（1814），ついで国務相になる（1815）。百

日天下の時は国王と行を共にした。1815 年から 21 年まで議員を務めたが，反動派の一人

だった。７月革命で地位も財産も失って，精神病院で死亡した。『回想敍』M moires

（1829-1831）の中で，彼はナポレオンに対し可成り不公平な扱いをしている。

19）Laon：北フランスの県でベルギーに接する国境のエーヌ県の県庁所在地。アルデ

ンヌ森林地帯の丘陵に続く丘の上にある。16 世紀に建設された要塞があり，1814 年に連

合軍に降伏，奪回を計ったフランス軍の猛攻に対し，ブリュッハー将軍（1742-1819）が

死守して激戦となる。

20）Bon Adrien Jeannot de Moncey, duc de Conegliano（1754-1842）：ブザンソン

高等法院の弁護士の息子。軍人を志した法学の勉強を止め15 歳で入隊する。スペイン遠

征に参加（1793-94），カンタブリ獵騎兵隊を率いてピレネー山地で活躍し，ヴィラノヴァ

の戦い（1795）に勝利し，スペインに和平を懇願させた。1801 年に憲兵総監として，第

一統領に対する王党派の陰謀を阻止，その功で元帥に任ぜられた(1805)。1808 年にコンジェ

グリアノ公爵に敍せられた。再びスペインに赴き，サラゴサ占領を果す（1809）。1814 年

国民衛兵軍総参謀長としてクリシーのバリケードで連合軍の猛攻に対し英雄的な防衛を果

した。ブルボン王家に仕え憲兵総監の職にとどまるが，ネー将軍裁判長就任を拒否，解職

されてハム要塞監獄に収容されている。後に許され，1823 年に再びスペイン遠征に参加

した。ルイ フィリップは彼をアンヴァリッド総裁に任命，彼は総裁としてナポレオンの

遺灰の帰還行事を取りしきった（1840）。

21）la barri re de Clicy：バチニョル大通り，クリシー大通り，アベニュー・クリシー，

クリシー街の４つの通りが交叉する十字路にあるクリシー広場が昔のクリシー城柵の跡地

である。barri re は入市税徴集のため徴税請負人たちがパリ市に商品を密輸入されない

ように，市の周囲に建設した柵である。この柵の入口の両側に税金徴集の税務署を建造し
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ていた。クリシー城柵は城門と同様に市民の出入口になっていたのである。1814 年３月

28 日，附近の農民たちが家畜を連れクリシー城柵の市内に大挙して避難し夜営を始めた。

彼らは進軍してくるコサック騎兵の迫害を恐れていたのである。29 日から 30 日の夜にか

け，モンセー将軍は加勢のため参加したエコル・ポリテクニックの学生や国民衛兵と共に，

並木を伐採し荷馬車などを利用しバリケードを造成，更に塹濠を掘って入口の防備を固め

た。このバリケードを挟んでモンセー軍と伯爵ランジュロン将軍指揮のコサック騎兵隊と

の激戦が展開された。モンセー指揮の混成軍は寡勢にもかかわらず勇敢に戦ったが，マル

モン元帥（1774-1852）がジョゼフ・ボナパルトの許可をとり，絶望的抵抗を中止させる

ため，ロシア皇帝アレクサンドル１世と停戦条約を結び降伏した事を知らされ，モンセー

たちも戦闘を中止したのである。この停戦から３週間後の４月 21 日，ルイ 18 世の先駆

けとしてベリー公がクリシー城柵を通ってパリに入城する。現在クリシー広場に立つモン

セー将軍の記念像はドゥブルマールの作品で，1869 年に設立された。

22）Auguste Louis Fr d ric Viesse de Marmont, duc de Raguse（1774-1852）：小

貴族の出身で父は士官だった。1793 年中佐に進級，トゥーロン攻撃の時にナポレオンを

知り，副官としてイタリヤ，エジプト遠征に従軍，1798 年７月 21 日のピラミッドの戦い

で武功をたてた。霧月18 日のクー・デタではナポレオンを支持，マレンゴの戦い（1800.

６.14.）でも勝利に貢献したが，1804 年の元帥候補に入らず，このためナポレオンを怨む

ようになる。対オーストリー戦争の時，ウルム市を降伏させ，司令官マック将軍以下オー

ストリー軍兵２萬名を捕虜にする武勲をあげ（1805.10.20.），ダルマティア総督（1805-09），

ついでイタリヤ総督となった（1809-10）。この間に念願の元帥となり（1809），前年には

Ragus 公爵に敍せられている。マセナに代りポルトガル遠征軍司令官となりイギリス軍

を撃破するが，サラマンカ近くでウエリントンに破れ重傷を負った。回復してすぐにドイ

ツ戦役に参加，ライプチッヒの戦いで奮戦し，連合軍の進撃を阻止した。パリ防衛に当っ

たが，絶望的な抗戦に無益な流血を避けるため，ジョゼフ・ボナパルトの了承を得て，ロ

シヤ皇帝アレクサンドル１世と休戦協定を結びパリを開城し，連合軍はパリに入城する

（1814.３.31.）。1814 年４月３日，ナポレオンが條件付き退位の署名をする事を知らず，

部隊をノルマンディーに移動させ，フォンテーヌブローのナポレオンを掩護しなかった事

が，皇帝への裏切りと見なされた。しかしマルモンはこの汚名にもかかわらずローマ王の

世襲までの攝政を置くよう連合軍に運動していた。王政復古になり，ルイ18 世によりフ

ランス貴族に任じられた。1830 年の７月革命の時，パリ市民の反乱の鎮圧部隊の司令官
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に任ぜられたが，余り乗気でなく傍観者的立場だった。７月革命から逃れるシャルル 10

世を警固してシェルブール港まで同行，その後国王と別れ自分も亡命の道を辿った。ウィー

ンを訪れた時，シェーンブルン宮に住んでいた昔のローマ王その時はライヒシュタッド公

と親しく交際している。誤解から裏切り者とされたマルモンはナポレオンの将軍のなかで

も，最も勇敢な将軍の一人といえよう。

23）Karl Philipp, prince de Schwarzenberg, duc de Krumau（1771-1820）：1788 年

から 89 年にかけてトルコと戦い，94 年からオランダでフランス軍と戦った。ホーヘンリ

ンデンとウルムでの敗戦の時，見事な撤退作戦を行った。ロシヤ（1805-09），パリ

（1809-12）の駐在大使となり，この時，ナポレオンとマリア ルイザの結婚式を祝賀する

ダンス・パーティーを主催したが，火災事故のため多くの死傷者を出す惨事となった

（1810.７.１.-２.）。ロシヤ遠征の時は，フランス軍本隊の側面を掩護する支隊を指揮，ナ

ポレオンにより元帥に任ぜられた。オーストリーが反ナポレオン陣営の連合軍に寝返った

時，皇帝に和平を提案したが無駄だった。連合軍司令官としてドレスデン会戦で敗北した

が（1813.８.26.-27.），ライプチッヒ会戦（10.16.-19.）では勝利し，翌14 年３月 31 日パ

リ入城を果した。

24）passage des Panoramas：第２区と第９区を走るモンマルトル大通り11番地にあっ

た。1787 年イギリス人ジョセフ・ベーカーが発明したパノラマが，1799 年フランスに紹

介され，フランス人の画家ピエール・プレボーがこの権利を買って18 のパノラマを製作，

大通りの縁に沿い，ある邸宅の庭園に面して展示した。協力者のアメリカ人ジェームズ・

タイヤーも２つのパノラマをつくり大通りから少しひっこんだ所に設置した。この２箇所

のパノラマの間を通っていた小路が，1808 年にpassage des Panoramas になった。

25）boulevard de Gand：第２区と第９区にまたがるイタリアン大通りの北側部分を指

した。それは百日天下の間ルイ 18 世が亡命していたベルギーの東フランドル地方の都市

が「ガン」（オランダ語で「ゲント」）だったからである。この大通りの名前の由来は「イ

タリヤ座」th tre des Italiens，現在は「オペラ コミック座」th tre de l'Op ra-

Comique が近くにあったからである。

26）フォンテーヌブローの別れ：美しく広大な森の中にあるこの宮殿は，12 世紀以来

歴代の国王の愛した離宮だったが，最初は質素な狩獵小屋だった。それをフランソワ１世

が1527 年から大増築をし，その後も何度も増改築を重ねて現在に至っている。皇帝になっ

たナポレオンは特にこの宮殿を愛好し多くの増改築を施している。
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1814 年４月 20 日午後１時，退位を決意し，エルバ島への出発のため，ナポレオンは宮

殿正面玄関から「白馬の中庭」と呼ばれる宮殿正面の中庭に降り立ち，整列している兵士

に向って告別の挨拶をする。忠誠を尽してくれた諸君と別れなければならないが，諸君は

これからも祖国のために尽力してほしい，最後に軍旗に接吻する事を許してもらいたい...

ジャン・マルタン・プティ将軍（1772-1856）のさしだす軍旗に接吻すると，皇帝は「さ

よなら」と叫び手を振り，馬車に乗って去って行った。ナポレオン伝説の多くの名場面の

うちでも，最も感動的な情景で，兵士たちは感涙にむせんで，去り行く馬車を見送ったの

である。この宮殿では他にも歴史的事件があった。ルイ14 世がナントの勅令廃止の署名

をしたのも此処であり（1685），ナポレオンが大陸封鎖令の強化策を決定したのも（1807，

1810），政教協約の調印（1813），その当事者ピウス７世が軟禁された（1812-14）のもこ

の宮殿であった。

27） le d'Elbe：イタリヤ半島とコルシカ島の間にあるティリア海に散在するトスカナ

諸島中の最大の島。面積約 500 粁平米，住民約３萬人。古来から所有者が変転し，1802

年のアミアン条約により，フランスの所有となった。1814 年，連合国はこの島の主権を

ナポレオンに割譲し，彼は1814 年５月３日に上陸する。しかし翌15 年２月 25 日エルバ

島を出発，最後の戦いに赴くのである。３月１日にフランス本土上陸，３月20 日から６

月28 日までの百日天下，６月22 日ワーテルローの敗戦，６月22 日再度の退位，10 月 10

日セント・ヘレナ島へ流される。この孤島で 1821 年５月５日に死去，遺灰は 1840 年に

パリに帰国。

28）Gaspard, comte de Monge（1746-1818）：フランスの数学者。オラトリオ会の学

校ついでメジエール工兵学校で学び，築城問題を新案の幾何学的方式で解決（1765），同

校の教師ついで教授となった（1771）。1780 年にはその業績により科学アカデミー会員に

なる。チュルゴにより創設された水力学講座を担当（1780），大革命の支持者でジロンド

派だった彼は海相に就任（1792.８.-93.４.），火薬製造所や大砲鋳造所を建設，更に高等

教育の充実のため，エコル・ノルマルとエコル・ポリテクニックの創設を提言した。ナポ

レオンのエジプト遠征に同行し，エジプト学の基礎を作った。王政復古により追放され，

不遇のうちに歿した。彼の画法幾何学，解析幾何学は微分学，偏微分方程式論への道を開

いた。

29）Pierre Simon, marquis de Laplace（1749-1827）：フランスの数学者，天文学者。

ノルマンディーの貧農の息子。18 歳で上京，ダランベールにその才能を認められ，彼の
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推薦で僅か19 歳で陸軍学校の数学教師となる。1783 年に科学アカデミー会員，翌年に砲

兵学校試験官となる。大革命中はエコル・ノルマル，次にエコル・ポリテクニックの試験

官。霧月 18 日以後，ナポレオンに見い出され６週間だったが内相（1799.11.-12.）。元老

院議員となり伯爵に敍せられる。ナポレオン失脚後はブルボン王家に仕え，フランス貴族，

侯爵に昇進した。得意の解析学を駆使，天体力学の研究にニュートン以来の業績をあげた。

その他，確率論，微分方程式論など理論物理学にも成果をあげた。

30）Bernard Germain Etienne de La Ville, comte de Lac p de（1756-1825）：フラ

ンスの自然科学者。音楽か博物学かと迷った末，ビュフオンの忠告をいれ学問の道へ。ビュ

フオンは彼を実験助手に採用し，植物園に勤務させた。また自著『博物史』の補充を命じ

た。植物園園長（1785），パリ大学教授となる。立憲議会ついで立法議会，五百人会議員

を歴任，元老院議長（1801），国務相（1804）になった。彼は常にナポレオンに忠誠を尽

している。

31）Georges L opold Chr tien Fr d ric Dagobert, baron Cuvier（1769-1832）：フ

ランスの博物学者。シュトゥッガルトの旧兵学校で経済学を学び，また比較解剖学に興味

をもった。パリ博物館に招かれ後に同教授となった（1802）。この間コレージュ・ド・フ

ランスの教授として，比較解剖学，動物分類学を講義，パリ附近から出土した化石を研究

し古生物学に関心を示した。ナポレオンに重用されパリ大学総長として内外の教育行政を

監督した。進化論に反対し突然変異説を唱えたが，実証主義的研究を旨とした生物学の確

立に寄与した。『比較解剖学講義』Le on d'anatomie compar e（1801-05）などの著書が

ある。

32）Jean Antoine Chaptal, comte de Chanteloup（1756-1832）：フランスの化学者，

政治家。モンペリエ大学で医学を学び，同大学の化学教授となる（1781）。ルイ 16 世に

より貴族に列せらる。大革命時代はグルネル火薬工場長（1793），統領政府時代に内相

（1800-05），産業博覧会を開催し（1801.02.），産業の振興に努力した。百日天下の時代に

国務相，商工業総監（1815），王政復古時代には貴族院に入った。化学者として硫酸，ソー

ダの製造，ワイン醸造法の改良を行い，また大陸封鎖令による砂糖不足を甜菜栽培で解決

した。科学を工業に応用する事に貢献し，フランス資本主義確立期における技術の発展に

寄与した。

33）Joseph Louis Gay-Lussac（1778-1850）：フランスの物理学者，化学者。エコル・

ポリテクニックと土木工学校に学び，ベルトレ（1748-1822）の教えを受けた。1802 年，
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気体の膨張の法則を発見，24 歳で名声を得，1804 年には気球によって高空の大気の成分

を測定した。フンボルト（1769-1859）と共同研究を行い，1808 年に気体反応の法則を発

見，イタリヤ，ドイツで地磁気の調査を行った。テナール（1777-1857）と共にカリウム，

沃素を研究，有機元素分析法の改良を行った。1808 年に硼素（元素記号B）を，1815 年

にはシアン，青酸を発見した。パリ大学の物理学教授（1808-32），エコル・ポリテクニッ

クの化学の教授を務め，1831 年に代議士，1839 年にルイ フィリップにより貴族に選任

された。

34）Jean Nicolas Corvisart des Marest（1755-1821）：フランスの医者。1794 年パリ

大学臨床医学初代教授となり，後にナポレオンの侍医に任命された（1807）。心臓病の権

威で，心臓機能不全の際の応急措置などの研究で成果をあげた。

35）Fran ois Joseph Victor Broussais（1772-1838）：大革命時代と帝政時代には軍

医，1814 年ヴァル ド グラース病院の医局長。パリ大学病理学及び治療学の教授

（1830）。彼はすべての病理現象は交感神経の刺激と炎症により説明し，消炎剤の治療

（刺絡と吸玉）を推奨した。主著は『病理的生理学概論』 Trait de physiologie

pathologique（1825）など。

36）Ren Th ophile Hyacinthe Laennec（1781-1826）：フランスの医者。1806 年に

ネケル病院に勤務，コレージュ・ド・フランス教授（1822），パリ大学医学部教授（1823）。

聴診器を発明し普及させ，心臓と肺の診察に貢献した。肺炎，肺結核肋膜炎などの物理的

診断法を確立した。主著は『間接聴診概論』Trait de l'ausculation m diate（1819）。

37）Nicolas Ren Dufriche, baron Desgenette（1762-1837）：フランスの医者。エジ

プト遠征，ロシヤ戦役，ワーテルロー会戦に軍医として従軍。特にヤッファのペスト流行

の防疫に努力し，兵士の精神衛生を維持した。1804 年に保健衛生総監として，ナポレオ

ンの全戦闘に参加した。王政復古によって失職，後にアンヴァリッドの主治医になった

（1830）。科学アカデミー会員（1832）。

38）Jean Dominique, baron Larrey（1766-1842）：フランスの外科医。海軍次にライ

ン軍団に勤務（1792），巡回移動野戦病院を構想する。ヴァル ド グラース軍医学校教

官（1796），ついでエジプト遠征に参加，ナポレオンと終生の友になる。皇帝のすべての

戦闘に同行，疲れを知らぬ献身振りで，到る所に野戦病院や病院を建設した。ワグラムの

戦いの功績で男爵になる。ワーテルロー会戦で重傷を負い捕虜となった。王政復古になり，

彼のナポレオンへの忠誠を知りながらルイ 18 世が彼を重用したのは，ひとえに優秀な医
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者でありまたその廉直な人柄を見込んだからである。ナポレオンは彼を世紀最大の誠実な

人間として敬愛し，彼に１萬フランを遺贈している。近代軍事外科の創設者となった彼は，

1829 年に学士会会員に選任された。

39）Andr Th odore G ricault（1791-1824）：フランスの画家。カルル・ヴェルネと

ピエール・ゲランに学んだが，師のアカデミックな伝統技法に飽き足らず，ルーヴル美術

館に通い，過去の巨匠たち特にルーベンスの影響を受けた。1812 年のサロンに出品した

「近衛獵騎兵士官」Officier de chasseurs de la garde imperiale chargeantで注目を浴

びた。フィレンツェとローマに滞在，ミケランジェロ，ラファエロらの模写を行った。帰

国後に発表した「メデュース号の筏」Le Radeau de la M duse（1819）は，古典派とロ

マン派の論争の口火を切った大作である。イギリスで賛美された彼はロンドンに渡り，石

版画を学び，その風景を描いた。落馬の事故で健康を害し，僅か33 歳で，1824 年１月 18

日パリで歿した。彼の大胆なデッサンと色調，情熱的表現は，ロマン主義絵画の先駆とい

われる。

40）Jaffa はパレスチナの港湾都市で地中海に面する要所だったので，エジプトに遠征

したナポレオンは1799 年にこの都市を攻撃して占領するが，ペストが発生したため，早

急に撤退しなければならなかった。この時皇帝は伝染を恐れず，ペスト病患者を見舞った

事になっている。彼のお抱え画家となっていたグロはこの感動的場面を描いて（1804），

ナポレオン伝説の形成に貢献した。この大作はルーヴル美術館で展示されている。

41）Louis Leopold Boilly（1761-1845）：フランスの肖像画家。優雅な画像で人気を博

したが，歴史画も何点か描いている。特に風俗画家として有名で，代表作は「駅馬車の到

着」L'Ariv e d'une diligence（1803）である。因襲的でかなり無味乾燥な処理の手際を

見せているが，しかし多くの風俗画はしばしば巧妙な構図を持ち，当時の社会を偲ばせる

貴重な資料となっている。

42）Augustin Pajou（1730-1809）：フランスの彫刻家。ルモアーヌ（1704-78）に学

び，ローマ賞を得て（1784），1752 年から 56 年までローマに滞在した。帰国後は同門の

ジャン ジャック・カフィエリ（1725-1792）の好敵手となった。デュ・バリ夫人の肖像

を製作し，またヴェルサイユ宮の歌劇場の装飾を手掛け，その確かな技術と創意に富む幻

想力を示した。ルイ16 世の依頼でデカルト，パスカル，ボシュエら偉人の立像も製作し

た。「捨てられたプシュケ」Psych abandonn e（1785-1791）は柔媚なモデルの優美な

姿態で彼の代表作となっている。
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43）Jean Antoine Houdon（1741-1828）：ルメールとピガルに学びローマ大賞を得て

イタリヤに留学（1764-68），ギリシャ・ローマ及びルネサンス期作品の影響を受けた。

1767 年の「皮を剥いた人体」Ecorch は人体の筋肉構造についての注目すべき研究だった。

帰国後は「ダイアナ」Diane（1780），「冬」L'Hiver（1783），「夏」L'Et （1785）など

を製作し，センスの良さと優美な手法を印象づけた。美術学校教授となり（1778），学生

を指導しながら創作に励み，モリエール，ディドロ，ルソーなどの肖像を製作したが，代

表作はフランス座に安置されているヴォルテール像（1778）といわれる。またフランク

リンに同行しフィラデルフィヤに行き，ワシントン像（1785），フランクリン像（1778）

を製作した。写実的リアリスムと端正な古典主義を融合した彼は，18 世紀最大の彫刻家

の一人に数えられる。

44）Fran ois Rude（1784-1855）：ディジョン生れの彫刻家。初めドヴォージュに学び，

1870 年パリに上京してカルトリエの助手になる。熱烈なナポレオン支持者だったため，

皇帝没落の時（1814），ベルギーのブリュッセルに亡命（1815-27），ダヴィッドの援助で

モネー劇場の正面玄関の装飾の仕事を得た。帰国（1827）してから，力強い作品を発表

して人気を得，ティエールの依頼でエトワール広場の凱旋門のアーチのせり台の一つの装

飾のための群像を製作した。「義勇兵の出陣」D part des volontaires通称「ラ・マルセ

イエーズ」La Marseillaise（1835-36）はアカデミックな伝統に忠実な作品だったが，中

央の人物の過剰な暴力性，写実的な構図の特徴的な動きが，古典趣味の保守派から烈しく

批判された。「ガスパール・モンジュ」Gaspard Monge（1848），「ネー将軍」Le

Mar chal Ney（1852-53）などの傑作もある。

45）Etienne Nicolas M hul（1763-1817）：フランスの歌劇作家。オルガニストとして

宗教音楽を作曲していたが，グルックに励まされ，彼の歌劇改革の精神を体して，歌劇創

作に専念した。大革命から帝政時代にかけ約 30 篇の作品を執筆したが，「ジョゼフ」

Joseph（1807）が傑作といわれる。バレー，交響曲，革命賛歌なども作曲したが，特に

「出陣の歌」La Chant du d part（1794）が有名である。

46）Maria Luigi Corlo Salvatore Cherubini（1760-1842）：イタリヤの作曲家。フィ

レンツェ生れ。ボローニャでジュゼッペ・サルティ（1729-1802）に学び，最初教会音楽

を作曲，後に歌劇に転向，ロンドンからパリに来て定住し（1788），「ロドイスカ」

Lodo ska（1791）など多くの作品を発表した。パリ音楽院長（1821-24）となり，ハイド

ンやベートーヴェンから敬愛され，全欧州的名声を博した。宗教音楽にも再び手を染め，

― 772 ―

（ 20 ）



パ リ［XX］（金柿）

シャルル10 世の戴冠式のため「長調ミサ曲」La Messe en majeurを作曲している。メ

ンデルスゾーンも彼の影響を受けている。

47）Fran ois Adrienne Boi ldieu（1775-1834）：フランスの作曲家。故郷ルアンでオ

ルガニストとして活動，最初の歌劇２篇（1793，95.）は好評だった。パリに上京，オペ

ラ コミックを発表，特に「バグダッドのカリフ」La Calife de Bagdad（1800）は大好

評だった。家庭の不幸からパリを去り（1803），ロシヤに行きアレクサンドル皇帝から礼

拝堂監督に任じられ，ペテルブルグの王立歌劇団も指揮した（1803-10）。1812 年に帰国，

パリ音楽院の作曲科教授となり，ロマン主義の先駆的作品「白姫」Dame blanche（1825）

を世に送った。

48）Fran ois Joseph Goss , dit Gossec（1734-1829）：ベルギー生れの作曲家。アン

トワープのノートル ダム教会の聖歌隊員。1751 年パリに上京，ラモーの後援で徴税請

負人ラ・ポリニエールの私有楽団の団長になり，またシャンティイでコンティ公やはコン

デ公妃のための演奏会を指揮した。作曲したオペラ「村のお祭り」La F te de village

（1778）などで大成功を博し，1775 年にオペラ座の支配人になった（1782）。大革命に心

酔し，多くの革命賛歌や軍歌を作曲した。宗教音楽，オペラ，器楽曲，室内楽など多くの

作品を残した。

49）Louis Joseph Ferdinand Herold（1791-1833）：フランスの作曲家，オペラ コ

ミック作者。パリ音楽院でメユルに学び，バッハに傾倒する。２篇のオペラ「ザンパ」

Zampa（1831），「プレ オ クレルク」Pr -aux-Clerc（1832）で成功した。その他歌劇

約20 篇，バレー音楽，室内楽などの作品がある。

50）Daniel Fran ois Esprit Aubert（1782-1871）：フランスの歌劇作者。ケルビーニ

の弟子で初め喜歌劇「神と踊り子」Le Dieu et la bayad reなどを書いたが，やがて「ポ

ルティシの唖娘」La Muette de Portici（1828）や「フラ・ディアヴォロ」Fra Diavolo

（1830）のようなドラマチックな本格的歌劇を創作した。

51）セーヴル焼き：セーヴルはパリ南西ナンテール郡オート セーヌにある町で，現在

の人口は約２萬人。ヴァンセンヌにあった陶磁器製造所（1740 年創設）が，この地に移

転したのは，ルイ 15 世の愛人ポンパドゥール夫人の発案であった（1756）。中国や日本

など東洋で製作される磁器を西洋でも製造しようと，当時のヨーロッパ各国は研究してい

たが，18 世紀はじめドイツのザクセン地方で基本素材カリオンが発見されてから製造に

成功，この秘法はマイセンで厳重に管理され内外不出だった。フランスではリムーザン附
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近のサン ティリエでカリオンが発見され，磁器製造が可能になった。美術工芸を愛し保

護奨励していたポンパドゥール夫人が積極的に援助して工房を新設し，フランスでも本格

的生産体制を確立した。工房は1759 年に王立工場に認可され，製品にはすべて金を使用

する特権を与えられた。

52）Pierre Fran ois Fontaine（1762-1853）：フランスの建築家。イタリヤ留学から

帰国（1785）後は，終生ペルシエと協力した。帝室一等建築官となり（1813），半世紀に

わたり，ルーヴル宮，チュイルリ宮担当を務めた。帝政時代を通じ多くの大工事，すべて

の国際的式典の装飾工事を行った。マルメゾンの改造，カルーゼル凱旋門（1806-07），リ

ヴォリ街完成工事，ルイ16 世の贖罪礼拝堂，パレ ロワイヤルのオルレアン柱廊などが

代表作。

53）Charles Percier（1764-1838）：新古典派のフランスの建築家。ローマ大賞を得て

（1786），ローマに滞在，エジプト，ギリシャ，ポンペイの古代建築からもルネサンス様

式からも影響を受けた。フォンテーヌの終生の協力者として，総裁時代には多くの大邸宅

の装飾工事に当った。二人はナポレオンから依頼され，官邸や宮殿の増改築を実施，いわ

ゆる帝政様式を確立した。カルーゼルの凱旋門やリヴォリ街に面するルーヴル宮の翼棟な

どをフォンテーヌと協同で建設した。しかし彼は王政復古後は引退し，全く仕事はしてい

ない。

54）Georges Jacob（1739-1814）：フランスの家具製造業者。ルイ15世時代から始まっ

たロカイユ様式の継承者で，ルイ16 世時代，総裁政府時代を通じて最も優秀な家具職人

だった。簡素な直線の金銀細工を使った重厚なマホガニー製の家具は，ブロンズや多色な

嵌込みで装飾されていた。1796 年に彼は息子の Georges（1768-1803）と Fran ois

Honor （1770-1841）に家督を譲った。息子たちはJacob-Desmalter 工房を創立（1803），

ペルシエとフォンテーヌのデザインする家具を製作し，帝政時代の代表的家具製造業者に

なった。王政復古になってからはルイ 18 世の依頼で，ベリー公のためにエリゼ宮の家具

類を製造している。

55）Lucius Septimius Severus（146-211）：ローマ皇帝（193-211）。アフリカのレプ

ティス・マグナに生れ，軍人としてイリリア軍団を指揮していた時，部下に推戴され皇帝

となり，ライヴァルを倒しローマに入城した（190）。親衛隊を編成して独裁政権を確立，

騎士階級と新官僚を母胎に元老院の権力を縮小した。帝国の安全と拡大を狙い，東方のパ

ルティヤ人征討（194-99），イングランド遠征を行ったが，現在のヨーク，当時のエブラ
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クムで歿し，帝国を２人の息子カラカラとゲタに残した。

56）Alexandre Th odord Brongniart（1739-1813）：新古典主義派の建築家。ブイエ

とガブリエルに学び，1765 年から現場に出た。優雅で抑制された新古典主義様式で，コ

ンデ館（1780）など多くの邸宅を建築した。代表作はパリの株式取引所（1807 年起工，

1895 年拡張）で壮大な帝政ローマ様式を採用した。造園技術にも秀で，ペール・ラシェー

ズ墓地を設計，そのイギリス式庭園が絶賛された。サン ルイ ダンタン教会も建立して

いる。

57）Bernard Poyet（1742-1824）：国費留学生としてローマへ赴く。帰国後，オルレ

アン公お抱え，ならびにパリ市と大司教お抱えの建築家となる。オルレアン厩舎，ブルボ

ン宮の建造に才腕を発揮，また当時の権力者にとり入って寵愛され，帝政時代と王政復古

時代を通じ間断なく仕事を続行した。セーヌ川に最初に鉄橋を架ける着想を発表したのは

彼である。

58）Jean Fran ois Chalgrin（1739-1811）：1758 年ローマ大賞を得てイタリヤに留学

し古代建築を研究，帰国後は国王及び王弟プロヴァンス伯お抱えとなった。簡素で優雅な

ギリシャ建築様式を得意とし，新古典様式として最初の作品「サン フィリップ デュ

ルール聖堂」（1774-1784）を建立した。また，コレージュ・ド・フランスやリュクサンブー

ル宮，サン シュルピス教会の北塔の増改築を手掛けた。総裁政府時代，帝政時代を通じ

誇り高い大建築の現場を指揮した。ナポレオンにより，エトワール広場の凱旋門の建設を

命じられ設計したが，完成を見ずに死去した。

（続 く）

（追 記）

（１） 参考図書などは，［Ⅰ］の巻末に掲載してありますので，そちらを御参照下さい。

（２） 前稿〔XlX〕に校正ミスがありました。下線の如く御訂正下さい。

P.１. 下から５行目 ベルナルダン
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